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はじめに 
１. 背景と目的 
平成 26 年８月の都市再生特別措置法の改正により立地適正化計画が制度化されたことを受け、「栗山

都市計画マスタープラン」に即しつつ、栗山町の実情にあったコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりに

あり方、実現に向けた取組を定め、持続可能なまちづくりに資することを目的に「栗山町立地適正化計画」

（以下、「本計画」）を策定します。 

２. 立地適正化計画とは 
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３. SDGｓについて 

平成 27 年（2015 年）の国連サミットで 17 の目標と細分化された 169 のターゲットからなる「持続可能

な開発目標」（SDGs：Sustainable Development Goals）が採択されており、令和 12 年（2030 年）の

期限に向けて、本町においても、SDGs の 17 の目標に関連づけるとともに、栗山町第 7 期総合計画に沿っ

て施策を推進しています。本計画では、「住み続けられるまちづくりを」と関連しており、目標達成に向け貢献

します。 

 

図 持続可能な開発目標（SDGｓ） 
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４. 位置づけと役割 
立地適正化計画は、都市計画マスタープランの一部とみなされます。本町の最上位計画である「総合計

画」、及び北海道が策定する都市計画に関する上位計画である「栗山都市計画 都市計画区域の整備、開

発及び保全の方針」に即するとともに、町の他の分野の関連計画と連携・整合を図りながら「都市計画法に

基づく取組」、「都市再生特別措置法に基づく取組」、「その他関連する施策・取組」を進めていくものです。 

 

図 計画の位置づけ 

 

５. 計画期間と対象区域 
1) 計画期間 

本計画の計画期間は、「栗山都市計画マスタープラン」の目標年次に合わせ、令和５（2023）年度から

令和 26（2044）年度とします。 

 

図 計画期間 
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2) 対象区域 

本計画の対象区域は、栗山都市計画区域（約 4,017ha）とします。 

 

図 計画の対象区域 
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６. 計画の構成 
本計画の構成は、「栗山都市計画マスタープラン」の内容と整合を図り、以下のとおりとします。 

 

図 計画の構成 

 


